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1はじめに   

評価値一斉法は、複数の意思決定者や判断のあいま  

いさ、追加情報により生じた複数の不安定な評価値を  

一つに修正するモデルである。また、杉浦・木下は評  

価値⊥斉法を用いてAI廿における一対比較行列から  

ウェイトを導出する評価単価比導出法を提案した。こ  

こでは、評価単価比導出法を用いた場合の∵対比較行  

列の欠落闇噺綻方法を提案する。   

すでに、一対比較において全ての要素の重要度が判  

明しておらず、重要度がところどころ欠落している場  

合その欠落を補って、重みベクトルを求める方法とし  

てHarker法や二段階（Thstage）法などが考案されて  

いる。  

2 Harker法と二段階（Two－Stage）法  
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となり、固有ベクトル  

〟r＝［0．293，0．272，0．278，0．157］として得られる。  

3 評価単価比導出法   

評価単価導出法の視点では一対比較は各列を視点  

とすることにより、ある代替案の評価値を1とする評  

価値として提える。上の例の場合も、それぞれ  
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という一事比ヒ較を例とする。  

2．1日arker法   

H癒er法とは欠落要素を0とおき、一対比較の対角  

要素をその行の欠落個所の個数に1を加えたものをお  

き、それをパワー法によって求めるものである。この  

方法に従うと、評価値は  

となる。  2
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しかし、いくつかの列に欠落部分があり完全な評価単  

価比導出法を用いることができないため、次のノレール  

を決める。  

ルール①  

となり、その固有ベクトルは近似的に  

祝r＝［0．286，0．310，0．302，0．102］として得られる。  

2．2 二段階（Two－Stage）法   

TS法は評価値の欠落した部分を除いて値のある個  

数分の幾何平均をとり、欠落した部分を推定し欠落の  

ない評価値を作り出す方法である。上の例では、  

露1＝（1×2×0．5Jx2）叫＝1．1892  

欠落している部分からは評価値が導出できないため本  

来その部分カ、ら得られるはずの評価値はそのまま空白  

にしておく。  

ルーノし②  

ステップごとの列の平均を取る場合、欠落により評価  

が導出できない個所があるためそのときは評価値の個  

数の分だけ平均をとる。  
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このノレールに従い、上の例の「対比較行列は評価単価  

比導出法により、  
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これらを甜ヒすると、  

〃r＝b．287，0．254，0．341，0．118］が得られる。  

4 おわりに   

以上のようにH癒訂法や二段階（‰ぬge）法、評  

価単価比導出法はいずれも得られた値は異なり、どの  

方法を用いるのが妥当であるかは、意思決定者の判断  

に委ねれば良いとして、評価単価比一定の法則を利用  

した評価単価比導出法（評価値十斉法）が不完全情報  

下のもとでの一対比較にも適用可能であることが分か  

る。このように評価値一斉法の枠組みは非常に広く、  

優れた手法であることが改めて示された。  
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